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市
民
の
福
祉
向
上
を
目
指
し
て

南
あ
わ
じ
市
議
会
議
長
　
印
部
　
久
信

「
感
謝
と
協
働
」

～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
を
活
か
し
、
子
育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
の
実
現
へ
～

南
あ
わ
じ
市
長
　
守
本
　
憲
弘

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
観
光
施
設
の
リ

ニュ
ー
ア
ル
も
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
３
月
に
は
、
世
界
遺
産
登
録

を
目
指
す
鳴
門
海
峡
の
渦
潮
を

一
面
に
見
渡
せ
る
絶
景
が
大
人
気

の
「
う
ず
ま
ち
テ
ラ
ス
」
が
、
12

月
25
日
に
は
、「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」

が
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
来
年
４
月
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
て
、「
道
の
駅
う
ず

し
お
」
も
着
々
と
工
事
が
進
ん
で

お
り
ま
す
し
、
今
後
、
着
工
予
定

の
大
鳴
門
橋
自
転
車
道
は
、
多
く

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
に
ぎ
わ
う
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
市
長
就
任
後
、
２
期
・
８
年
目

ま
す
。
特
に
一
次
産
業
の
再
生
産

に
対
し
て
市
、
議
会
は
、
積
極
的

な
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
30
年
以
内
に
70
％
の
確
率

で
起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
執
行
機
関

に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
事
態
を
想

　
南
あ
わ
じ
市
民
の
皆
さ
ま
、
ま

た
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
本
市

を
応
援
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
の
市
政
全
般
に

わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
社
会
経
済
活
動
は
も

と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
両
面

で
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
姿
を
本
格
的

に
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
一
年
で
し

た
。
本
市
で
は
、
市
内
各
地
域
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
す
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
地
域
行
事
再
開
応
援

事
業
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
力

の
強
化
を
目
的
と
し
た
、
自
治
会

加
入
推
進
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
ま
だ
ま
だ
先
だ
と
思
っ

て
い
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開

催
ま
で
一
年
余
り
。
本
市
で
も
、

こ
の
機
会
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
、兵
庫
県
、淡
路
島
一
丸
と
な
っ

て
、
島
内
各
地
で
認
定
さ
れ
た
、

ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン

を
中
心
に
淡
路
島
の
歴
史
・
文
化
・

産
業
等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ

Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
島
博
」
な
ど
を
展
開
す

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は

市
議
会
な
ら
び
に
市
政
全
般
に
対

し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に

移
行
し
た
と
は
い
え
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
略
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
影
響
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

肥
料
、
飼
料
、
食
料
品
が
高
騰

し
、
市
民
生
活
を
苦
し
め
て
お
り

に
入
り
ま
す
。
本
市
で
は
「
観
光

と
一
次
産
業
の
融
合
」
を
掲
げ
て

大
胆
な
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
移
住
定
住
や
起
業
者
へ
の

支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
市
商
工
会

の
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
数
や

市
の
起
業
支
援
事
業
補
助
金
を
活

用
し
た
創
業
者
数
も
着
実
に
増
え

て
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
本
格
的
に
始
動
さ
せ
た
子
育

て
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
市

商
工
会
や
観
光
協
会
、
企
業
の
方

に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
域
、

企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、
全

員
参
加
で
、
子
育
て
の
喜
び
が
見

え
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
「
辰
年
」
が
昇
り

龍
の
ご
と
く
、
皆
さ
ま
、
ま
た
本

市
に
と
っ
て
飛
躍
と
発
展
の
年
、

そ
し
て
、
健
康
・
健
全
な
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
新
年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
し
、
非
常
食
、
飲
料
水
、
避
難

道
、避
難
場
所
、避
難
所
、防
潮
堤
、

防
波
堤
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
死
者
が
０
で
あ
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
は
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
議
決
機
関
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
市
に
提
案
し

て
政
策
に
反
映
し
、
政
策
が
正
し

く
執
行
さ
れ
て
い
る
か
を
監
視
す

る
。
そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

報
告
す
る
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
月
　「
鳴
門
岬
駐
車
場
『
う
ず
ま
ち
テ
ラ
ス
』」

　
　
　
オ
ー
プ
ン
・
道
の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
県
１
位
継
続

（
ね
と
ら
ぼ
調
べ
）

３
月
　
松
帆
銅
鐸
が
県
重
要
文
化
財
に
指
定

４
月
　「
南
あ
わ
じ
市
斎
苑
『
桜
花
の
郷
』」
オ
ー
プ
ン

４
月
　「
南
あ
わ
じ
市
学
ぶ
楽
し
さ
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　
　
　
オ
ー
プ
ン

６
月
　「
道
の
駅
う
ず
し
お
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
着
工・

門
崎
砲
台
跡
を
部
分
保
存

８
月
　
馬
部
副
市
長
急
逝
に
よ
り
喜
田
新
副
市
長
就
任

９
月
　
淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
４
年
ぶ
り
開
催

11
月
　
南
あ
わ
じ
市
出
身
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
村
上

頌
樹
選
手
が
プ
ロ
野
球
セ
・
リ
ー
グ
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
・

新
人
王
に
輝
く

12
月
　「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

通
年
　
各
地
区
の
春
祭
り
・
夏
祭
り
な
ど
が
４
年
ぶ
り

に
本
格
再
開
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
強
化

鳴門岬駐車場「うずまちテラス」
オープン

学ぶ楽しさ支援センター
オープン

松帆銅鐸
県重要文化財に指定

道の駅うずしお
リニューアル工事着工

灘黒岩水仙郷
リニューアルオープン

４年ぶりの慶野松原花火大会で
踊る子どもたち

謹
賀
新
年令和

６
年

令
和
５
年

南
あ
わ
じ
市

10
大
ニ
ュ
ー
ス


